







With the rapid development of Chinese economy, serious problems such as environmental 
pollution and soil contamination are caused just as they are with the developed countries. 
Under the "green development" philosophy, this paper conducts a case study on the recycling 
process approach of soil restoration, in which organic waste of human beings, animals and 
plants is processed by high-temperature aerobic fermentation into organic fertilizer in 
accordance with the principle of "detoxification, weight reduction, resource recycling" of 
organic waste disposal. We explore new policies that are able to solve the two problems of 
organic waste disposal and soil restoration at the same time.
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2006 年からの第 11 次 5 ヵ年計画では、2005 年時点で 51.7％であった都市廃棄物の無害化処
理率を 2010 年までに 60％にを目標とした、結果として、無害化処理率は 2009 年時点で既に
71.4％に、総合利用率は 2010 年で 69% に達した[1]。


















































中国環境保護部と国土資源部が 2014 年 4 月 17 日に発表した《全国の土壌汚染の状況の調査
報告》によると、全国土壌汚染率は 16.1％である。汚染タイプは無機種が中心で、有機型、複
合型の比重が小さく、无机汚染物質の規準を超えた率 82.8% を占めている[3]。統計によれば、
全国で汚染された農耕地は約 1,000 万 hm2、有機汚染物質が汚染した農地は 3,600 万 hm2 に
達して、主要な農産物の残留農薬の基準超過率は 16% ～ 20% に達する。汚水灌漑は農耕地の
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216.7 万 hm2 を汚染し、固体廃棄物が壊した土壌は 13.3 万 hm2 に上る。毎年土壌汚染による




が急速に低下している。2013 年のデータによると、中国の化学肥料使用量が 7,000 万トンを超

























3 街道 7 鎮 5 郷と構成されている。一日の生活ゴミは約 340 トンで、第一埋め立て場は 2005
年に完了し使用を始めたが、当時の埋め立て計画容量は 55 万立方メートルに対して、2011 年
末に 48 万立方メートルに達し、すでに計画容量になった。その後に、第二埋め立て場の建設





























































現在、農村部で 15 個所、県内 3 個所、合計 18 個所、約 40 台の微生物高温発酵設備が稼働
している。図 8 のよう毎日処理する有機生活ゴミは約 80 トン、最終的に有機肥料になるのは





















3．2．動物の排泄物処理事例研究－ CP グループ 300 万羽養鶏場鶏糞処理を事例として
北京平谷での 300 万羽採卵鶏養殖プロジェクトは、北京市（政府）、CP グループ（企業）、
農業合同組合（農民）と銀行（金融）という“四位一体”方式による中国で最初のモデルプロジェ
クトである。投資は 7.2 億元で、敷地面積は 779 ム（面積単位で、666 平方メートル）、養殖規
模は 300 万羽採卵鶏で、毎日約 240 万個の卵、年間 5.4 万トンの卵が取れ、予想年間売上は 10
億元である。契約期間は 20 年間で、2 年が建設期、18 年が経営期間になる。なお、このプロジェ






図 11：CP グループ北京平谷での 300 万羽採卵鶏養殖場配置図と 18 万トン飼料場、
全自動包装ライン  　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
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図 12、13 の比較写真をみると、このプロジェクトが優れた技術と規模はよくわかる。CP






ループが実行している“飼料 - 子鶏養殖 - 鶏養殖 - 有機肥料 - トウモロコシ - 飼料”という全
図 12：伝統な中小規模養鶏場と CP グループの全自動化養鶏場の比較
図 13：伝統な中小規模養鶏場と CP グループの卵取り－分別－洗浄－殺菌－包装全自動化
システム比較  　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　



























トン設備を 2 台）で処理プロセスを確定する。第二段階は大型設備（処理能力が 20 トン / 日
図 16：鶏糞処理場内の鶏糞が溜まっている
図 17：CP グループ平谷養鶏場鶏糞処理最終プラン
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の設備）を現場に導入する。第三段階は片方で 6 台 20 トン設備のシステムを導入する。現状
としては第一段階の処理効果とプロセスは二ヶ月の稼働で基本的に確認して、第二段階に入
ろうとしている。CP グループの平谷養鶏場鶏糞を処理する最終プランとして、日処理量は鶏










































土壌修復を中心とした循環型農業の事例研究（張）政策科学 24 － 3, Mar. 2017
－ 364 －
